
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年5月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証市場別指数の推移
（期間：2024年5月31日～2025年6月20日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202506_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 2,771.26 0.54% 1.18% 2.56% 1.68%

日経平均株価 ▲0.59%38,403.23

企業業績については、米国関税政策を巡る不確実性が残ることに加えて、円高ドル安
圧力が輸出関連企業の下押し要因とみられます。
米国関税政策に対する過度に悲観的な見方は後退しつつも、世界景気は減速するとみ
られる中、日米貿易協議においては顕著な進展がみられず、投資家心理の改善には時
間を要するとみられることから、国内株式相場の戻り一巡後は上値の重い展開になる
とみています。

国内株式相場は戻り一巡後の上値は重い

（期間：2024年5月31日～2025年6月20日）

情報提供資料
2025年6月23日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2025年6月16日～6月20日）

投資環境見通し（2025年6月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
米国株の上昇や、円安進行などを受けて国内株式相場は上昇しました。その後は、中
東情勢への米政府関与を巡る地政学的リスクの上昇や、FOMC（米国連邦公開市場委
員会）の結果から、インフレリスクが意識されたことなどを受けて、投資家のリスク
回避姿勢が強まり、上昇幅を縮めて週を終えました。

MYAM Market Information
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